
 

 

 

 

 

 

【宝塚古墳公園に登ってみよう！】 

松阪市宝塚町と光町にまたがる丘陵地に「宝塚古墳公園」が

あります。宝塚古墳公園は、松阪の市街地や伊勢湾も一望でき、

国指定重要文化財の船形埴輪など多くの埴輪が出土した古墳を

中心に整備された公園です。宝塚古墳公園へ登ってみてはいか

がでしょうか。今回は、宝塚古墳公園のあゆみについて、簡単

にクイズ形式にして紹介します。 

◆問１ はじめに宝塚古墳を紹介したのは誰かな? 

◆答え  

 

     

 

 

◆問 2 宝塚古墳には、古墳は 2つしかなかったのかな? 

 ◆答え  

 

 

◆問 3 どうして宝塚古墳公園ができたのかな?  

◆答え 

 

 

  

  

 

◆平成 11年（1999）～平成 16年（2004）の調査で分かったことは？  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【4 月 卯
う

月
づき

】       暖かな陽気に誘われ草花が咲き、春爛漫
らんまん

の季節の中、新しい年度の

スタートです。今月のはにわ館は、1５日から毎年恒例
こうれい

の学習支援展示

「大昔のくらし－縄文・弥生・古墳時代－」です。小・中学生の歴史

学習のサポートになればと開催しますので、是非お越しください。 

また、はにわ館ロビーでは、2 月から 3 月にかけて発掘調査を行っ

た神戸遺跡(下村町)からの出土品を「神戸遺跡発掘調査速報展」とし

て展示しています。出土品は、弥生時代の

壺
つぼ

や高坏
たかつき

など完全な形を保ったものも多く、当時の人々が日常生活で

使用していた土器で、弥生時代の生活を研究するうえで貴重な資料の

発見となりました。 

そしてセンター入口の展示ケースでは、ミニ企画展「松坂城跡の考

古学」として、瓦を中心に松坂城跡から出土したものを紹介していま

す。これらは、全て松阪市の埋蔵文化財です。いろいろな時代の生活

の様子や文化を知る機会に是非、今年度も文化財センターをご利用く

ださい。(所長) 

 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定          

【はにわ館】 入館料 110円 (18歳以下無料)  開館時間は 9：00～17：00入館は 16：30まで 

第１展示室  常設展      「宝塚古墳の謎」                文化財センターの情報はこちら⇒  

第２展示室 令和 5年度学習支援展示 「大昔のくらし～縄文・弥生・古墳時代～」 4/15(土)～6/4(日)まで 

             

第２G    第 29回森川久写真展       3/31 (金)～4/2 (日)  9時～17時    ※最終日は 16時まで 
 

第１～３G 第 20回記念合同水墨画展    4/8(土)～4/16(日)    9時～17時    ※初日は 13時から、最終日は 15時まで  
 
第 1G    色と水に魅せられて       4/20 (木)～4/23 (日)  9時～17時    ※初日は 14時から、最終日は 16時まで  

   
第 2G     第 11回四五百の森の拓本展  4/21 (金)～4/23 (日)  9時～16時    ※最終日は 15時まで       

 

第２G    嬉洋会展              4/25 (火)～4/30 (日)  9時半～17時  ※初日は 13時から、最終日は 16時まで 
              
第 1G    第 10回 「小さな絵展」   4/26 (水)～4/30(日)   9時～17時   ※最終日は 16時まで 

 
第 3G     足立徹絵画教室展        4/29(土)～4/30 (日)  9時～17時    ※最終日は 16時まで 

 

 

はにわ館ロビー 

★ワークショップ 「編
あん

布
ぎん

コースター作り」4/22 (土) 13時～14時 参加費 200円/個   

定員 15人(※要予約) 申し込みは 4/11(火)～4/20(木)にお電話または直接文化財センターへ 

    

ポイントラリー 4/ 15 (土)・16 (日) 9時半～16時 

  <   4月の休館日     3日（月）   10日（月）    17日（月）   24日（月）   > 
【発行】松阪市文化財センター  

【☎】0598-26-7330  【HP】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

  大昔のくらし 

  ～縄文・弥生・古墳時代～ 
4月 15日(土)から開催 

 No.337 令和 5（2023)年 4月号 

【ギャラリー】 入場無料 

【春のイベント】  

 

 

 

三重県を代表する郷土史家・鈴木敏雄氏が昭和 4 年（1929）に『飯南郡花岡村考古誌

考』という本の中で、宝塚古墳を紹介しました。その中には、「里人称して寶
たから

塚
づか

という」

と記し、地元の人が「宝塚」と呼んだことが記されています。その後、宝塚古墳は、昭

和 7年（1932）に国指定史跡に指定されました。 

『飯南郡花岡村考古誌考』によると、昭和始めには 88基もの古墳が確認されています。

しかし、住宅の造成工事などによってほとんどが姿を消しました。 

 

 

国指定史跡宝塚古墳の価値をさらに高めるとともに、多くの方々に歴史や文化に興味を

もっていただくことを目的に、宝塚古墳公園は平成 17年（2005）にオープンしました。 

1 号墳の造り出しには、「はにわづくりの会」の皆さんによって製作された埴輪の模型

が並べられています。 

一部を紹介します。 

・約 1,600年前につくられた伊勢地方の有力者（王）の古墳で伊勢地方最大（全長 111ｍ）の前

方後円墳です。 

・前方後円墳の北側には「造り出し」という祀
まつ

りが行われる舞台があり、古墳本体と「造り出し」

を繋
つな

ぐ土
ど

橋
はし

がありました。 

・造り出しの周りから多くの埴輪が当時置かれていた状態で発見されました。そのうちの 1 つ

が船形埴輪です。大きさや、ひれ飾りなどの立体的な飾りが付いているのは、他に類例がありま

せん。（担当） 

神戸遺跡発掘調査速報展 

https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

